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　球根類は掘上後の乾燥条件によって品質が左右される

ものである。しかし現状は球根生産地と促成地との間に

一貫性はなく，促成に供する球根も前歴が不明確のまま

で使用され，促成に関する各種の研究も同様に一貫性を

欠いたままの実験がなされている．

　球根の乾燥は温度。湿度。風によって支配され，球根

掘取期の気温からして，球根産地においては，掘取後の

初期乾燥が悪いとフザリュームに犯され，球根を寓敗さ

してしまうという球根生産上の危険にさらされているこ

とから，早期乾燥を促進するため温風を与え球根の乾燥

を図っている．したがって球根生産地の乾燥温度に関す

る研究は，球根の外観的商品性を重視したものである．

しかし球根の乾燥条件は，その結果が促成に、また次代

の球根生産にとっても大きな影響があると考えられるの

で，著者らは各種の花卉球根について，このような観点

より一貫性のある実験を試みて来ている．本報はチュー

リップ球根の掘取後の初期乾燥温度が球根乾燥および促

成にどのような影響を与えるかを調べた結果を報告す

る．

　　　　　　材料および方法

　島根大学農学部附属本庄農場で水田裏作として栽培し

てきたチューリップ（Ape1doom）球根を収穫適期の

1973年5月29日に収穫を行った．掘取った球根は，長さ

80c皿，幅50cm，深さ8cmの球根乾燥箱に，1箱当

※　附属農場

5

り13～15kgの収穫直後の未調整球根を入れて乾燥を行

った．乾燥は35◎C，30◎C，25．Cで10004容量の垣温

庫に，それぞれ乾燥箱3箱ずつを入れ，換気をしつつ7

日間の乾燥を行った後，冷蔵開始まで25．Cの室温で貯

蔵を行った．

　早期促成は1973年8月2日より23日まで15oC，24日

より10月25日まで5oCで冷蔵を行った後，10月25日檀

付を行った．供試球は初期乾燥終了後調整，選別を行っ

た12cm球根を用い、1箱18球檀の2反復とした．檀

付後は屋外で敷藁をして地温の上昇を抑制して発根を促

し，11月15日より温室内に入室し，燃料入手難から最高

20oC，最低ポCの温度で促成を行った．管理面では

地上部7～10cmに生長したユ2月11日ジベレリン400

ppmを1株当り1㏄ずつ滴下し，その他については一

般の促成法に準じた．

　中期促成には，調整，選別の終った10cm球を8月

2日まで25．Cで貯蔵，その後8月23日まで20oCで貯蔵

した．8月24日より9月14日まで15oC，その後11月10

日まで5oCで冷蔵した後11月11日1箱当り18球ずつ2

反復の植付を行った。植付後屋外に放置し，12月5日に」

温室内に入室を行い，その後最高20T，最低8oCの温

度で管理を行った．

　調査は掘取後，乾燥に着手した時刻より，6時間後，

12時間後，24時間後，その後は1日1回ずつ乾燥箱申の

未調整球根を任意に取出し，調整後球周11cm球を10

球選出し，外皮，りん片水分を測定した．

　檀付後の生育調査は，球根上に茎葉が伸長し生育が進

む段階になって毎週草丈を測定し，蕾が完全に着色した
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時をもって開花日とし，測定は全株について行った．

　　　　　　実　　験　　結　　果

　（1）球根乾燥の推移

　掘上後35．C，30．C，25．Cの温度下における球根の

乾燥程度は第1図のとおりである．すなわち外皮は収穫
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第1図　りん片および外皮の水分含量の変化

時70．3％の水分を含んでいたものが，乾燥開始6時間後

には急速に水分減少を始め，35oC区，30．C区で著し

く，12時間後では35．C区は収穫時の外皮水分の半量の

35％となっている．24時間後には35oC区，30℃区は共

に外皮水分30％以下となったが，25oC区は40％を割ら

なかった。35◎C区，30oC区は掘取後2日で外皮水分10

％にまで低下し，25oC区は4日後に達した。

　これに対しりん庁水分は収穫時68％前後であったもの

が7日後に35．C区が5％，30oC区が3％前後，25．C

区で1～2％の減少をした．

　（2）皐期促成

　乾燥温度を異にした12cm球でのそれそれの区の草

丈伸長の結果は第2図のとおりである．ジベレリン処理

を行った12月11日までは各区間に生育差はほとんど現わ

れなかったが，その後12月17日の調査時より35◎C区の

伸長が著しくなり、他区に2cmの差をつけ，その後の

生育でますます差が生じてきた．しかし30oC区と25oC

区問には明らかな差は生ぜず開花期に達した。球根乾燥

温度の異なるヂューリップの開花日と生育の状況は第1

表のとおりである。

　開花日は35．C区がもっとも早く1月3日に平均開花

日を示し，30oC区より5日，25oC区より6日早かっ
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第1表

し1　．2　12　12　12　撃
26　3　1b　カ　ゴ4　31

　早期促成における茎葉の生育

早期促成における球根乾燥温度と

　　　開花期および性状

第1葉草丈 花長 平均
葉長1葉幅 開花日

Cm Cm Cm CIn
35．C 43．1 19．1 7．5 5．9 1月3日

30oC 46．5 20．7 7．7 6．1 1　8

25◎C 47．8 21．1 7．5 6．2 1　9

た．生育状況では草丈，葉長，葉幅，花長すべて25oC

区が最も勝り，30．C区がこれに次ぎ，35oC区はもっと

も劣り，25◎C区に比べ草丈で約5cmも低かった。

　（3）中期促成

　乾燥温度の異った1Ocm冷蔵球の植付後の草丈伸長

状況は第3図のとおりである．生育の旺盛になる前の1

第2表 中期促成における球根乾燥温度と

　　　開花期および性状

第1葉草丈 花長 平均
葉長1葉幅 開花日

Cm Cm 1漱 Cn1
35．C 43．9 19．4 6．1 2月10日

30◎C 45．5 19．8 8．2 6．1 2　10

25oC 45．9 20．2 8．2 6．2 2　10
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の切花促成地の立場の双方を満足するものでなければ，

球根生産にとっての技術は確定的なものにはならない．

　このような観点より球根乾燥温度は35◎Cでは高す

ぎ，燃料消費量も多く，25Tで乾燥することは球根生

産にとって腐敗病の危倶が生ずることとなる．本実験の

結果からして，30◎Cによる乾燥条件が双方にとって最

も良い結果が得られることを示唆している。球根生産地

にとって球根乾燥条件は寓敗病の問題の外に，種球とし

て翌年の生産にも影響してくることも考えられるので，

この間題については究明を続けていく．

　　　　　　　　　摘　　　　要

　1．チューリップ球根の乾燥温度（35◎C，30oC，

　　25◎C）が球根の乾燥，促成におよぼす影響につい

　　て調べた、

2．外皮およびりん庁の乾燥には35．C，30．Cの乾燥

　　が適当である。

3．早期促成では，35℃乾燥は開花の促進が顕著に

　現われた．しかし切花の品質において30oC，25．C

　乾燥に劣った．

4．中期促成は35oC，30◎C，25℃の間に開花の遅

　速は生じなかった．しかし35◎C乾燥は他区に比べ

　品質がやや劣った．

5．球根の乾燥，促成切花の双方にとって30℃乾燥

　が優れている．
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